
文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

　現在の建設業界における最大の課題は、将来にわたる担い手の
確保だ。建設業の魅力を高めるために、国は建設業界と連携して 

「生産性の向上」「週休二日」「処遇の改善」に総力を挙げて取り組
んでいる。その建設技能者に対する適正な処遇を導き出すための施
策が建設キャリアアップシステム（Construction CareerUp System
＝CCUS）である。技能者は自らの経験、資格、職歴をデータベースに
蓄積、それぞれの技能レベルに応じて色分けされた4種のカードを保有
し、将来的にはその色に応じた賃金、処遇を確保できるようになること
を目指している。
　本年1月から3月までに全国24の建設現場での限定運用が終了。 
4月から本格運用が始まった。全国330万人の技能者と建設業界の未
来を担う、CCUSに向けられた期待と課題をレポートする。

建設キャリア
アップシステム
本格稼働
建設技能者330万人の挑戦

特集

　

現
在
の
建
設
技
能
者
（
技
能
者
）
の

数
は
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
三
割
減
少
し
た

三
三
〇
万
人
。
四
人
に
一
人
が
六
〇
歳

以
上
で
、
三
〇
歳
未
満
の
割
合
は
八
分

の
一
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

る
。
更
に
、
賃
金
に
関
し
て
は
、
五
〇

代
半
ば
ま
で
伸
び
続
け
る
製
造
業
に
比

べ
て
、
建
設
業
は
四
〇
代
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
右
肩
下
が
り
に
な
っ
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局
建

設
市
場
整
備
課
の
小
笠
原
憲
一
課
長
は

そ
の
影
響
を
こ
う
懸
念
す
る
。「
こ
の

七
、八
年
で
建
設
投
資
は
一
・
四
倍
ほ
ど

に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
技
能
者
数
は

増
え
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
担
い
手
を
増
や
し
、
定

着
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
建
設
業
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、
そ

れ
を
社
会
に
対
し
て
具
体
的
に
伝
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
課
題

を
果
た
す
た
め
、
建
設
業
の
様
々
な
職

種
に
お
い
て
、
元
請
と
協
力
会
社
が
一

体
と
な
っ
て
構
築
に
協
力
し
た
の
が
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

業
界
を
横
断
す
る
シ
ス
テ
ム
が

本
格
稼
働
す
る
意
味

（撮影：山田新治郎）

（撮影：山田新治郎）

（撮影：西山芳一）
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③ 技能者の能力評価② カードの交付・
　 現場での読取

技能者に
カードを交付

現場入場の際に
読み取り
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■ 製造業生産労働者（男性）
■ 建設業・職別工事業
　 生産労働者（男性）

（歳）

5,500
5,000

ら
し
た
い
ん
で
す
」
と
小
笠
原
課
長
は

抱
負
を
語
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
重

ね
る
こ
と
で
、
技
能
者
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が

自
分
の
こ
と
を
認
知
し
、
支
援
し
て
い

る
と
感
じ
る
は
ず
だ
。
そ
う
し
た
き
め

細
か
な
対
応
も
登
録
の
推
進
に
つ
な

が
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
本
格
稼
働
に
合
わ
せ
、

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
は
「
本
年

度
を
『
建
設
技
能
者
元
年
』
と
位
置
づ

け
、
技
能
者
が
誇
り
を
も
っ
て
生
涯
働

け
る
職
場
と
す
る
た
め
に
業
界
と
と
も

に
取
り
組
む
」
と
宣
言
し
た
。
小
笠
原

課
長
も
言
葉
に
力
を
込
め
る
。「
今
年

は
、
こ
の
三
〇
年
ほ
ど
で
悪
化
し
た
技

能
者
の
ス
テ
ー
タ
ス
、
処
遇
を
取
り
戻

し
、
反
転
攻
勢
す
る
年
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
多
様
な
取
組
み
で
業
界
を
変
革

す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
技
能
者

の
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
こ
と
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
お
子
さ
ん
の

世
代
が
担
う
将
来
の
日
本
を
見
据
え
、

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

切
に
願
っ
て
い
ま
す
」。

で
す
」。
就
労
の
履
歴
、
経
験
を
適
切

に
処
遇
へ
反
映
し
、
建
設
現
場
で
働
く

こ
と
の
魅
力
を
醸
成
す
る
。
そ
れ
が
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
最
終
目
的
だ
と
言
い
切
る
。

　

そ
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
こ
の
四
月
か
ら
本

格
運
用
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
根
幹

と
な
る
技
能
者
や
事
業
者
の
登
録
に
は

課
題
も
少
な
く
な
い
。
登
録
受
付
開
始

直
後
は
手
続
き
が
複
雑
な
た
め
、
申
請

す
る
技
能
者
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
の

だ
。提
出
書
類
は
一
〇
枚
に
も
の
ぼ
り
、

そ
の
不
備
率
は
一
時
期
九
〇
％
に
達
し

た
。「
登
録
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
る
方
々
に
、
そ
う
し
た
ご
不
満

が
あ
る
と
い
う
現
実
を
重
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
不
備
率
は
五
割
程
度
に
抑

え
る
と
と
も
に
、
明
ら
か
な
記
載
ミ
ス

な
ど
に
つ
い
て
は
登
録
機
関
側
で
補
記

を
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
入
力
の
簡
素
化
を
進
め
た

い
。
ま
ず
は
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。最
初
か
ら
完
璧
は
求
め
ず
、

小笠原憲一
Kenichi Ogasawara

国土交通省　
土地・建設産業局
建設市場整備課長

足
り
な
い
情
報
は
後
か
ら
整
え
て
い
く

と
い
う
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
登
録
を
お
手
伝
い
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
整
備
も
急
務
で
す
」
と
小
笠
原
課

長
は
話
す
。
す
で
に
電
話
相
談
窓
口
を

倍
増
す
る
な
ど
の
対
策
を
始
め
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
説
明
会
に
何
度
も
足
を
運

ん
だ
小
笠
原
課
長
は
、
最
近
そ
の
風
景

が
変
わ
っ
て
き
た
と
話
す
。
説
明
会
を

始
め
た
当
初
、
説
明
会
へ
の
参
加
者
は

企
業
の
社
長
や
役
員
が
大
半
だ
っ
た

が
、
年
明
け
ご
ろ
か
ら
、
登
録
の
「
実

務
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
担
当
者
が
増
え

て
き
た
と
い
う
。「
本
運
用
が
始
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
技
能
者
に
登

録
を
促
し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
々
に
数

多
く
ご
参
加
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
登
録
プ
ロ
セ
ス
を
ち
ゃ
ん
と
知

ら
な
い
と
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
な
い
と
い

う
気
概
の
表
れ
。
登
録
促
進
も
現
実
的

に
な
っ
て
き
た
と
心
強
く
思
っ
て
い
ま

す
」
と
期
待
感
を
隠
さ
な
い
。

　

当
然
、
登
録
の
目
的
は
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
技
能
者
一
人
ひ
と

り
の
能
力
評
価
だ
。
見
習
い
か
ら
職
長

建
設
技
能
者
元
年
は

最
後
の
チ
ャ
ン
ス

進
化
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

ク
ラ
ス
、
登
録
基
幹
技
能
者
な
ど
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
を
有
す
る
者
ま
で
、
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
カ
ー
ド
の
色
も
ホ
ワ

イ
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ド
ま
で
四
段
階
で
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

こ
れ
は
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外

国
人
技
能
者
に
お
い
て
も
同
様
だ
。
現

場
で
働
く
外
国
人
技
能
者
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

カ
ー
ド
の
取
得
、携
行
が
必
須
に
な
る
。

登
録
を
済
ま
せ
た
優
秀
な
外
国
人
に
健

全
な
企
業
、
現
場
で
働
い
て
も
ら
い
、

日
本
人
技
能
者
と
同
様
に
評
価
す
る
。

　

能
力
評
価
の
枠
組
み
も
見
え
て
き
た
。

専
門
工
事
業
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
評

価
基
準
と
実
施
規
定
を
策
定
し
、
国
が

認
定
す
る
鉄
筋
・
と
び
・
機
械
土
工
・

型
枠
の
四
職
種
に
お
い
て
先
行
し
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

能
力
評
価
を
迅
速
に
行
う
施
策
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
技
能
者
が
就
業
履
歴

や
取
得
し
た
資
格
な
ど
の
デ
ー
タ
を
更

新
し
、
要
件
を
満
た
せ
ば
自
動
的
に
能

力
を
認
定
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
。

「
今
後
、
国
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
は
別

に
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。
例
え
ば
あ
る
レ
ベ
ル
に
な
る
と

『
あ
な
た
は
も
う
じ
き
ゴ
ー
ル
ド
で
す

よ
』
と
通
知
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に

ま
で
持
っ
て
い
き
た
い
。
本
来
は
ゴ
ー

ル
ド
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
更

新
し
な
い
た
め
に
カ
ー
ド
の
色
が
変
わ

ら
な
い
ま
ま
、
と
い
っ
た
技
能
者
を
減

建 設 キャリ ア アップ シ ス テ ム 本 格 稼 働特集

年齢階層別の賃金水準 年齢階層別の建設技能者数

 「建設技能者元年」に加速するCCUS
国土交通省 土地・建設産業局
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建設業就業者の推移

（国土交通省「建設業の現状について」より「建設業就業者の現状」を基に作成）
出典：総務省「労働力調査」（暦年平均）を基に国土交通省で算出
（※2011年データは、東日本大震災の影響により推計値）

建設業就業者：	685万人（1997）→	498万人（2010）→	503万人（2018）
　　　技術者：	 41万人（1997）→	 31万人（2010）→	 33万人（2018）
　　　技能者：	455万人（1997）→	331万人（2010）→	328万人（2018）

（国土交通省提供資料を基に作成）

・�建設キャリアアップシステムは、技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業履歴等を業界横断的に登録・蓄積する仕組み
・�システムの活用により技能者が能力や経験に応じた処遇を受けられる環境を整備し、将来にわたって建設業の担い手を確保
・�システムの構築に向け官民（参加団体：日建連、全建、建専連、全建総連　等）で検討を進め、2019年1月以降システムを利用で

きる現場を限った「限定運用」を開始。限定運用で蓄積した知見を踏まえ、2019年4月より「本運用」を開始
・運用開始初年度で100万人の技能者の登録、5年ですべての技能者（330万人）の登録を目標

① 技能者情報等の
　 登録

【事業者情報】
・商号
・所在地
・建設業許可情報 等
【現場情報】
・現場名
・工事の内容 等
【技能者情報】 
・本人情報
・保有資格　　
・�社会保険加入状況 等

技能者の処遇改善が図られる環境を整備 ※システム運営主体：（一財）建設業振興基金

・�製造業の賃金のピークは50～54歳であることに対し、建設
業の賃金ピークは45～49歳。
・�賃金カーブのピーク時期が製造業よりも早く到来する傾向が
あり、40代前半でピークの水準に到達していることから、現
場の管理、後進の指導等のスキルが評価されていない可能性。

（国土交通省提供資料「製造業と賃金水準の比較」を基に作成）

・�60歳以上の技能者が全体の約４分の１を占めており、10年後にはその
大半が離職することが見込まれる。
・�これからの建設業を支える29歳以下の割合は全体の約10％程度。若年
入職者の確保・育成が喫緊の課題。

（国土交通省提供資料「年齢階層別の建設技能者数・建設業への入職状況」を基に作成）

（年齢階層:歳）

65～
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19

60.0（万人）0.0 50.040.030.020.010.0

（出所：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」） （出所：総務省「労働力調査」（2018年平均）を基に国土交通省で推計）

36.5万人
11.1％

82.8万人
25.2％

建設キャリアアップシステムの概要

（2017年）

これらを組み合わせて評価

評価基準に合わせてカードを色分け

〇経験（就業日数）
〇知識・技能（保有資格）
〇マネジメント能力（登録基幹技能者講習・職長経験）

建設キャリアアップ
システムにより
客観的に把握可能

技能者の
能力評価の
対象

レベル1
目安：初級技能者
（見習いの技能者）

レベル3
目安：職長として
現場に従事できる
技能者

レベル2
目安：中堅技能者
（一人前の技能者）

レベル4
目安：高度な
マネジメント能力を
有する技能者
（登録基幹技能者等）
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を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た

評
価
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

四
月
か
ら
は
本
格
運
用
が
始
ま
っ
て

い
る
。
申
請
・
登
録
業
務
な
ど
を
含
め
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
現
場
が
よ
り
主
体
的
に
展

開
す
る
こ
と
に
な
る
。「
躯
体
工
事
が

始
ま
る
と
技
能
者
の
数
も
大
幅
に
増
員

さ
れ
ま
す
。
限
定
運
用
期
間
に
得
ら
れ

た
知
見
を
最
大
限
に
生
か
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
運
用
の
手
本
と
し
て
、
普
及
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
市
塚
所
長

は
意
気
込
む
。

　

今
後
、
全
社
的
な
本
格
運
用
に
向
け

て
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
登
録
申
請

の
促
進
だ
。
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

建
築
本
部
の
中
谷
晃
治
次
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。「
当
社
が
推
奨
し
て
い
る
の

は
、
一
次
協
力
会
社
に
核
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
技
能
者
の
代
行
登
録
申
請
を

二
次
以
下
分
も
含
め
て
一
括
し
て
進
め

し
て
登
録
・
蓄
積
さ
れ
、
経
歴
と
し
て

客
観
的
に
証
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

伝
え
続
け
ま
し
た
。
技
能
者
も
徐
々
に

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
興
味
を
示
し
て
く
れ
、
そ

の
意
義
を
少
し
ず
つ
理
解
し
て
も
ら
え

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
見
で
す
が
、

技
能
者
の
意
識
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
」。

　

一
次
協
力
会
社
の
職
長
か
ら
も
、
初

め
て
付
き
合
う
二
次
、
三
次
協
力
会
社

で
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
、
能
力
が

一
目
瞭
然
に
な
れ
ば
、
安
心
し
て
現
場

で
入
場
す
る
。
各
社
・
各
技
能
者
は
事

前
に
事
業
者
登
録
と
技
能
者
登
録
を
済

ま
せ
、
初
め
て
入
場
す
る
際
に
は
、
ほ

ぼ
全
員
が
カ
ー
ド
を
携
行
し
て
い
る
状

態
に
し
た
。
実
際
の
運
用
を
想
定
し
、

よ
り
現
実
的
か
つ
詳
細
な
検
証
を
可
能

と
す
る
試
行
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　

大
成
建
設
で
は
、
厳
格
な
通
門
管
理

を
求
め
ら
れ
る
現
場
で
の
入
退
場
に
、

生
体
認
証
や
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
導
入
し
て

い
る
。
こ
の
現
場
で
は
こ
れ
を
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
カ
ー
ド
に
置
き
換
え
た
。
技
能
者

が
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ

す
動
作
に
違
和
感
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
当
初
、
ど
こ
と
な
く
意
気
込
み
が

違
う
よ
う
に
見
え
た
と
市
塚
所
長
は
振

り
返
る
。「
事
前
の
説
明
会
や
日
々
の

会
話
を
通
し
て
、
皆
が
こ
の
現
場
で
今

日
一
日
汗
を
流
し
た
こ
と
が
デ
ー
タ
と

る
方
法
で
す
。
業
界
の
共
通
認
識
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
手
順
が
確
実
で
迅

速
な
普
及
促
進
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
」。

　

そ
れ
に
加
え
て
有
効
な
の
が
、
労

務
・
安
全
衛
生
書
類
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で

管
理
す
る
「
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
」
に
蓄

積
さ
れ
て
い
る
一
〇
〇
万
人
以
上
の
技

能
者
デ
ー
タ
の
活
用
だ
。
既
に
昨
年

一
一
月
に
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
グ
リ
ー
ン

サ
イ
ト
間
の
技
能
者
情
報
登
録
支
援
機

能
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
本
年
七
月
以

降
に
、
就
業
履
歴
の
連
携
も
可
能
に
な

る
予
定
。「
事
業
者
登
録
を
先
行
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
せ
っ
か

く
急
い
で
技
能
者
登
録
を
し
て
も
、
事

業
者
情
報
と
紐
づ
け
さ
れ
て
い
な
い
と
、

改
め
て
関
連
付
け
の
作
業
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
間
と
分
か
り

に
く
さ
が
限
定
運
用
期
間
中
に
顕
在
化

し
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
事

業
者
に
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
、

グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
の
登
録
支
援
機
能
を

使
っ
て
技
能
者
情
報
を
一
括
登
録
す
る

方
法
が
最
善
だ
と
確
信
し
ま
し
た
」
と

中
谷
次
長
は
話
す
。
今
、
そ
の
手
順
に

つ
い
て
、
全
国
の
協
力
会
社
の
実
務
担

当
者
に
周
知
活
動
を
展
開
中
だ
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｒ
四
ツ
谷
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
新
宿

通
り
沿
い
の
一
角
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
限

定
運
用
対
象
の
一
つ
と
な
っ
た
大
成
建

設
㈱
の
建
築
現
場
が
あ
る
。
こ
の
「（
仮

称
）
麹
町
五
丁
目
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
建
築
面
積
が
四
八
五
平
方
㍍

と
決
し
て
大
規
模
な
現
場
と
は
言
え
な

い
が
、
狭
隘
か
つ
急
斜
面
の
立
地
に
地

上
一
一
階
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
建
設
す

る
た
め
、
現
場
の
難
易
度
は
高
い
。「
着

工
し
た
ば
か
り
の
中
小
規
模
現
場
だ
か

ら
こ
そ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
き
め
細
か
い
検
証

が
で
き
る
と
、
限
定
運
用
現
場
と
し
て

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す

の
は
市
塚
貴
浩
所
長
だ
。
技
能
者
の
数

が
少
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
直
接
的
な

意
見
や
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

「
率
直
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
小
規

模
な
現
場
で
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
機
能
す
る

こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
市
塚
所
長
は
話
す
。

　

こ
の
現
場
で
は
、
限
定
運
用
に
向
け

て
周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
た
。
既
存
建

築
物
の
解
体
、
地
中
障
害
物
の
撤
去
、

杭
打
ち
、
山
留
と
工
程
が
進
行
す
る
に

つ
れ
、
専
門
工
事
会
社
が
入
れ
替
わ
り

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
リ
ア
ル
を
検
証

市塚貴浩
Takahiro Ichizuka

大成建設株式会社 
東京支店 （仮称）麹町五丁目
建設プロジェクト 作業所長

建 設 キャリ ア アップ シ ス テ ム 本 格 稼 働特集

中谷晃治
Koji Nakatani

大成建設株式会社
建築本部 建築部企画室 
次長

技
能
者
の
意
気
込
み
が
違
う

 

一
次
協
力
会
社
が
普
及
の
カ
ギ

従来は生体認証やIDカードが使わ
れている通門管理だが、本現場では
CCUSカードをガラス越しに読み
込むシステムを導入している。

現場の規模に応じて実効的な運用を検証
（仮称）麹町五丁目建設プロジェクト大成建設株式会社

（仮称）麹町五丁目建設プロジェク
トは現場の難易度が高く、CCUSの
現実的かつ詳細な検証が可能な試行
体制が整備されていた。

初めての現場でも、初対面の所長
に当社の実力、社員の技能を事前
に把握していただけることはあり
がたいですね。これからも更新し
ていくのでどんどん当社の情報を
見ていただきたい！CCUSは他
の現場でも話題に上がるようにな
っています。全現場に浸透してい
くことを期待しています。

和田利一
株式会社 高山工業 職長

Toshikazu Wada

建設業界 082019.609 建設業界 2019.6



の
現
場
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
い
勝
手
の
良
い
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
認
定
シ
ス

テ
ム
も
登
場
し
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
併
用
す
れ
ば
、
更
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
普
及
に
拍
車
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
」
と
中
谷
次
長
は
説
明
す
る
。

　

更
に
現
場
で
は
、
警
備
員
が
二
四
時

間
常
駐
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
盗
難

防
止
の
観
点
か
ら
警
備
員
ボ
ッ
ク
ス
の

中
に
シ
ス
テ
ム
機
器
を
設
置
し
、
ガ
ラ

ス
越
し
に
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
体
制
を

と
っ
た
。
中
小
規
模
現
場
で
も
安
全
に

稼
働
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
い
く
つ
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。「
申
請
プ
ロ

セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
の
検
証
な
ど
、
こ
の

現
場
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
多
く

の
最
適
解
と
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

社
内
だ
け
で
は
な
く
、
建
設
業
振
興
基

金
や
日
建
連
と
共
有
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
登
録
申
請
手
続
き
の
簡
易
化
や
カ

ー
ド
発
行
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
業
界

共
通
の
課
題
で
す
」
と
中
谷
次
長
は
明

か
す
。
限
定
運
用
で
得
ら
れ
た
知
見
を

元
に
、
四
月
の
本
格
運
用
開
始
か
ら
一

斉
に
現
場
登
録
を
進
め
、
全
国
一
律
に

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
普
及
・
定
着
さ
せ
て
い
く

の
が
会
社
の
方
針
だ
と
い
う
。

　

こ
の
現
場
で
は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

と
接
続
ア
プ
リ
「
建
レ
コ
」
に
つ
い
て

も
、
社
内
標
準
パ
ソ
コ
ン
を
ベ
ー
ス
に

詳
細
な
検
証
を
行
っ
た
。
標
準
パ
ソ
コ

ン
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
、
一
五
分
以
内

に
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
が
必
ず
設
定

さ
れ
る
な
ど
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
運
用
上
の
問

題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
品
パ
ソ
コ
ン

を
専
用
機
と
し
て
使
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で

全
社
的
な
新
規
パ
ソ
コ
ン
置
き
換
え
で

発
生
し
た
中
古
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７

機
を
来
年
一
月
ま
で
有
効
活
用
す
る
こ

と
に
し
た
。
大
成
建
設
の
現
場
は
全
国

で
五
〇
〇
を
超
え
る
の
で
、
中
古
機
利

用
は
コ
ス
ト
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き

い
。「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
機
か
ら
不

要
な
ソ
フ
ト
や
設
定
を
削
ぎ
落
と
し
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
専
用
機
と
し
て
全
国

現
場
な
ら
で
は
の
課
題
を
見
出
す

　

文
字
通
り
急
峻
な
坂
が
縦
横
に
走
る

港
区
赤
坂
。
そ
の
最
も
高
い
エ
リ
ア
に

展
開
す
る
地
上
二
四
階
建
て
長
期
滞
在

型
ホ
テ
ル
の
建
築
現
場
を
訪
ね
た
。
こ

の
鹿
島
建
設
㈱
の
「（
仮
称
）
赤
坂
５

丁
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
、
一
月
か
ら

三
月
ま
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
限
定
運
用
の
対

象
と
な
っ
た
現
場
だ
。

　

こ
の
現
場
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
モ
デ
ル
現

場
に
な
る
こ
と
は
昨
年
の
一
〇
月
ご
ろ

に
周
知
さ
れ
た
。
技
能
者
数
が
二
〇
〇

名
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
大
き
な
現
場

で
、
申
請
か
ら
登
録
、
運
用
ま
で
を
一

貫
し
て
検
証
し
た
。
統
率
す
る
上
田
孝

所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
正
直
な
と

こ
ろ
シ
ス
テ
ム
の
認
知
度
は
そ
う
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て
広
報
活

動
を
続
け
、
協
力
会
社
な
ら
び
に
技
能

者
の
方
々
に
直
接
、
か
つ
繰
り
返
し
そ

の
重
要
性
を
説
く
こ
と
で
少
し
ず
つ
認

知
度
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
」。

　

し
か
し
申
請
に
お
い
て
は
、
手
続
き

の
複
雑
さ
や
書
類
の
多
さ
が
ハ
ー
ド
ル

と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
協
力
会

社
に
は
中
小
企
業
や
家
族
ぐ
る
み
で
運

営
す
る
個
人
事
業
者
な
ど
、
そ
の
規
模

に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
個
人
で
申
請

作
業
を
す
べ
て
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
決

し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。「
一
次

協
力
会
社
や
二
次
協
力
会
社
が
代
行
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
、
そ
う

し
た
仕
組
み
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
個
人
の
負
担
感
が

大
き
く
な
る
に
従
い
、
消
極
的
に
な
っ

て
し
ま
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で

取
り
組
ま
ず
、
周
囲
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
上
田
所
長
は
話
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
周
知
・
広
報
活
動
は
現

場
が
中
心
に
な
る
と
い
う
前
提
が
あ
る

も
の
の
、
申
請
・
登
録
と
い
っ
た
実
務

の
促
進
に
は
、
元
請
会
社
を
は
じ
め
所

属
会
社
な
ど
組
織
で
の
取
組
み
も
必
須

に
な
る
。
専
属
の
担
当
者
が
各
現
場
で

技
能
者
に
直
接
説
明
し
、
申
請
を
補
助

す
る
と
い
っ
た
き
め
細
か
い
対
応
が
必

要
だ
。
上
田
所
長
は
こ
う
言
葉
を
継
ぐ
。

「
例
え
ば
、
当
社
の
協
力
会
社
で
組
織

す
る
鹿
栄
会
と
い
う
組
織
と
鹿
島
本
社

が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
推
進
し
て
い
る
と

い
う
姿
勢
を
全
面
に
打
ち
出
す
こ
と
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
真
剣
に

と
ら
え
る
協
力
会
社
が
増
え
る
と
思
い

組
織
全
体
の
本
気
度
を
示
す

建 設 キャリ ア アップ シ ス テ ム 本 格 稼 働特集

（仮称）赤坂5丁目プロジェクト鹿島建設株式会社

業界全体の本気度を示して申請・登録を加速

CCUSカードを取得した技能者の方々。
現場を中心にCCUSの周知・広報活動を
行い、技能者にその必要性を説くなどし
て認知度の向上を図った。
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Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
認
知
さ
れ
れ
ば
、
乗
り
遅
れ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
概
も
生
ま
れ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
誰
に
聞
け
ば
教
え

て
く
れ
る
の
か
。
そ
う
し
た
声
に
応
え

ら
れ
る
だ
け
の
体
制
を
現
場
と
会
社
組

織
全
体
で
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
」。
競
争
原
理
が
働
け
ば
、
技
能

者
や
協
力
会
社
は
積
極
的
に
動
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
切
磋
琢
磨
と
い
う
好
循
環
を
生
み
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
核
と
し
た
建
設
業
界
の
進

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

属
会
社
の
本
来
の
力
量
が
顕
在
化
す
る
。

　
「
現
場
を
管
理
す
る
立
場
か
ら
す
る

と
、
技
能
者
、
協
力
会
社
の
情
報
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
こ
と
は
、

工
程
管
理
や
生
産
性
向
上
と
い
っ
た
側

面
か
ら
も
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
ど
う
い
っ
た
資

格
を
持
つ
技
能
者
が
何
人
現
場
に
入
っ

て
い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
で
す
。
逆

に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
し
て
い
な
け
れ
ば

評
価
、
判
断
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ

ん
。
技
能
者
の
技
術
情
報
と
と
も
に
、

所
属
す
る
企
業
の
情
報
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
利
点
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
」
と
上
田
所
長
は
話
す
。
そ
う
し

た
管
理
者
サ
イ
ド
の
評
価
軸
と
し
て
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
技
能
者
、

協
力
会
社
が
実
感
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

自
身
の
技
術
を
更
に
磨
こ
う
、
自
社
の

ス
テ
ー
タ
ス
を
更
に
高
め
よ
う
と
す
る

意
識
は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
は
ず
だ
。

　

田
中
次
長
も
こ
う
言
葉
を
つ
な
ぐ
。

「
登
録
や
申
請
作
業
の
フ
ォ
ロ
ー
が
拡

充
さ
れ
、
現
実
的
な
評
価
軸
と
し
て
Ｃ

い
、
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
、

協
力
会
社
の
担
当
者
に
直
接
呼
び
掛
け

て
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な
推
進
力
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
人
が
身
近
に
い
る
、
そ
の
安
心
感

が
技
能
者
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
」
と
田
中
次
長
は
話
す
。

　

あ
る
意
味
、
こ
れ
ま
で
の
建
設
現
場

は
濃
密
な
人
間
関
係
で
成
り
立
っ
て
き

た
。
か
つ
て
、
現
場
の
責
任
者
は
優
れ

た
技
術
を
有
す
る
建
設
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
と
び
工
と
い
っ
た
技
能
者
を
招

聘
し
、
と
も
に
現
場
を
動
く
と
い
っ
た

こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景

に
は
長
年
の
経
験
を
通
し
て
培
わ
れ
た

信
頼
関
係
が
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
そ
の

暗
黙
の
了
解
、
不
文
律
の
人
間
関
係
を

デ
ー
タ
と
し
て
明
確
に
示
す
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。「
協
力

ま
す
。
社
を
挙
げ
た
説
明
会
を
繰
り
返

し
、
鹿
栄
会
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
、
見
逃
し
て
い
た
課
題
や
新
た
な
意

見
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
」。
現
場
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
的
な

体
制
で
本
気
度
を
示
す
。
掛
け
声
だ
け

で
は
な
く
、
実
効
的
な
行
動
が
、
加
速

度
的
な
普
及
を
促
す
と
、
上
田
所
長
は

考
え
て
い
る
。

　

と
も
に
現
場
を
担
当
す
る
田
中
康
洋

事
務
次
長
も
次
の
よ
う
に
話
す
。「
業

界
や
個
社
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
に
、
技
能
者
は
敏
感
に
応
え
て
く
れ

会
社
選
定
の
段
階
で
、
仕
事
の
専
門
性

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
コ
ス
ト
だ
け
で
は

な
く
技
術
力
を
優
先
し
て
、
一
緒
に
現

場
を
こ
な
し
て
ほ
し
い
特
定
の
技
能
者
、

協
力
会
社
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
」

と
上
田
所
長
は
明
か
す
。
そ
も
そ
も
、

引
く
手
あ
ま
た
の
技
能
者
は
、
そ
れ
だ

け
の
技
術
を
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

比
類
の
な
い
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
デ
ー
タ
と
し
て
公
の
も
の
と
な

れ
ば
、
そ
の
信
頼
性
は
、
業
界
内
に
お

い
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
を
通
し
て
技
能
者
個
人
、
そ
の
所

乗
り
遅
れ
る
な
と
い
う
気
概

管
理
者
サ
イ
ド
の

評
価
軸
と
し
て
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

田中康洋
Yasuhiro Tanaka

鹿島建設株式会社
東京建築支店
（仮称）赤坂5丁目
プロジェクト 事務次長

上田 孝
Takashi Ueda

鹿島建設株式会社
東京建築支店
（仮称）赤坂5丁目
プロジェクト 所長

ま
す
。
彼
ら
は
工
程
に
よ
っ
て
現
場
を

移
動
し
ま
す
が
、
あ
る
現
場
で
は
積
極

的
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
推
進
し
て
い
た
が
、

次
の
現
場
で
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て

い
な
い
と
い
っ
た
状
況
だ
と
、
技
能
者

や
協
力
会
社
の
熱
も
冷
め
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

建
設
各
社
ご
と
、
あ
る
い
は
各
社
が

運
営
す
る
現
場
ご
と
に
普
及
活
動
に
対

す
る
温
度
差
が
あ
る
と
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

主
人
公
で
あ
る
技
能
者
の
意
識
や
意
欲

も
低
下
し
て
し
ま
う
。
こ
の
現
場
は
モ

デ
ル
現
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
運
営

主
体
の
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金
や

鹿
島
建
設
本
社
の
工
事
管
理
部
門
の
担

当
者
が
現
場
へ
赴
き
、
協
力
会
社
の
担

当
者
に
資
料
を
配
布
、
説
明
会
を
開
催

し
た
と
い
う
。
本
格
運
用
に
移
行
し
て

も
、
こ
う
し
た
き
め
細
か
さ
は
引
き
続

き
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。「
登

録
推
進
の
担
当
者
が
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ

建 設 キャリ ア アップ シ ス テ ム 本 格 稼 働特集

施工現場では多くの技能者たちが汗を流す。CCUSのデータは、技
能者たちの信頼性を業界内において共有する仕組みでもある。

（仮称）赤坂5丁目プロジェクトの現場では、建設業振興基金や本社の
担当者が技能者向けの説明会を開催し、サポートを呼び掛けた。

CCUSカードを用いて入退場を管理。一度登録すれば、稼働したデー
タが蓄積されていく。

申請作業では、所属する会社がサ
ポートしてくれたので助かりまし
た。ただ、具体的な効果はまだ見
当たらないので、今のところ実感
が湧いてきません。やはり時間が
かかるのだと思います。一度、登
録してしまえばカードをリーダー
にかざすだけでデータが蓄積され
ていく。大した手間ではないので
日常的な習慣にできると思います。

この現場が限定運用対象で先行導
入することになり、私も技能者さ
んたちに説明しなければならない
ので勉強しました。キャリアを積
むことでカードの色が変わってい
きます。そのことをモチベーショ
ンにして資格取得に励みたいと思
っています。それが給料に表れて
くると嬉しいですね。

提出書類や添付書類の多さに、正
直、手間だなと感じました。しか
し、技能者個人にどういったメリ
ットがあるのか、具体的に見えて
くれば意識は大きく変わると思い
ます。全技能者が登録して、その
中で一人ひとりが公平に評価され
るという環境が望ましい。CCUS
が常識になれば業界も変わると思
います。

川越崇義
株式会社マサル

乙黒 司
株式会社川村工務店

挽地竜平
六興電気株式会社

Ryuhei Hikichi

Tsukasa Otoguro

Takayoshi Kawagoe
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移
し
て
い
た
技
能
者
の
登
録
件
数
は
、

本
格
運
用
後
の
四
月
分
だ
け
で
一
万
二
、 

〇
〇
〇
件
あ
ま
り
に
ま
で
急
増
し
、
本

格
化
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
多
く
の
課
題
も
見
つ
か
り
、

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
申
請
し
て

も
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
が
手
元
に
届
く
ま
で
時

間
が
か
か
る
と
い
っ
た
手
続
き
上
の
問

題
。
更
に
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の

設
置
方
法
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
な

ど
現
場
サ
イ
ド
の
要
望
も
顕
在
化
し
た
。

「
登
録
の
迅
速
化
は
最
優
先
の
課
題
で

す
。
今
後
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
や
登
録

作
業
に
あ
た
る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
大
幅
に

増
強
し
ま
す
。
審
査
担
当
者
の
習
熟
度

が
向
上
し
つ
つ
あ
り
、
審
査
期
間
も

徐
々
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
カ

ー
ド
の
発
行
ま
で
三
週
間
程
度
を
目
標

に
体
制
を
整
備
し
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

　

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
現
場
の
規
模

や
、
土
木
、
建
築
、
住
宅
と
い
っ
た
業

態
別
に
必
要
な
情
報
を
網
羅
し
た
た
め

　

日
建
連
が
、
建
設
技
能
者
の
有
す
る

技
能
レ
ベ
ル
、
資
格
、
就
業
履
歴
な
ど

を
一
元
管
理
す
る
「
就
業
履
歴
管
理
シ

ス
テ
ム
」
の
本
格
的
な
検
討
を
開
始
し

た
の
は
約
六
年
前
。
当
時
か
ら
国
と

（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金
や
日
建
連

を
は
じ
め
と
す
る
業
界
団
体
が
連
携
し

て
開
発
を
進
め
、
そ
の
成
果
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
に
結
実
し
た
。
そ
の
実
質
的
な
シ
ス

テ
ム
構
築
を
担
っ
て
い
る
の
は
運
営
主

体
と
な
っ
た
建
設
業
振
興
基
金
だ
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
限
定
運
用
か
ら
本
格
運

用
を
通
し
て
見
え
て
き
た
課
題
と
展
望

に
つ
い
て
、
同
基
金
の
中
村
貴
志
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部

副
本
部
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
限
定

運
用
期
間
の
昨
年
度
末
ま
で
に
技
能
者

約
二
万
人
、
事
業
者
約
一
万
社
に
登
録

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
末
ま

で
の
目
標
は
技
能
者
九
八
万
人
、
事
業

者
一
二
万
社
。
決
し
て
楽
な
数
字
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
限
定
運
用
で
得
ら
れ

た
知
見
、
寄
せ
ら
れ
た
声
を
も
と
に
申

請
、
登
録
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
ひ
と
月
あ
た
り
数
千
件
で
推

が
で
き
れ
ば
大
き
な
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
行
政

書
士
な
ど
書
類
作
成
に
長
け
た
専
門
家

の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
申
請
作
業
も

滞
り
な
く
正
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

民
間
事
業
者
と
し
て
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
な
ど
積
極
的
な
提
案
が
な
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

全
国
の
建
設
事
業
者
は
、
若
い
担
い

手
に
選
ん
で
も
ら
え
な
い
と
立
ち
い
か

な
い
業
界
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
村
副

本
部
長
は
最
後
に
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

「
若
い
人
が
自
ら
が
成
し
遂
げ
た
こ
と
、

そ
の
過
程
で
得
て
き
た
経
験
を
正
当
に

評
価
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
は
当
然

の
要
求
だ
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
界
が

そ
の
当
た
り
前
の
要
求
を
受
け
止
め
ら

れ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
に
一
生
の
仕
事
と

し
て
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
を
い
ま
一
度
思
い
返
し
て
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」。

三
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
を
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
改
定
し
、
簡
易
版
の

作
成
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
氏
名
や
生
年
月
日
な
ど
の
本

人
情
報
と
、
保
険
証
の
添
付
な
ど
は
必

須
だ
が
、
保
有
資
格
、
受
講
し
た
研
修

な
ど
は
す
べ
て
の
内
容
の
記
入
が
な
く

と
も
申
請
は
可
能
だ
。
登
録
が
完
了
し

た
後
に
、
改
め
て
保
有
、
取
得
し
た
資

格
な
ど
の
証
明
資
料
を
添
付
し
て
登
録

情
報
を
更
新
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
趣
旨
か
ら
み
て
、
で
き
る

だ
け
大
事
な
情
報
は
網
羅
的
に
入
っ
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

そ
も
そ
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
、
技
能
者
個

人
の
技
能
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
自
ら
の
力
量
を
示
さ
な
け
れ
ば
正

確
な
技
能
の
判
断
、
評
価
は
難
し
く
な

る
。「
申
請
が
煩
雑
だ
と
い
う
声
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
簡
素

化
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
保
有
資
格
や
経
験
な
ど
は
積

極
的
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
中
村
副
本
部
長
は
呼
び
掛

け
る
。

　

同
基
金
は
国
と
連
携
し
て
こ
れ
ま
で

に
三
〇
〇
回
を
超
え
る
説
明
会
を
開
催

し
て
き
た
。
今
後
も
、
限
定
運
用
や
現

場
か
ら
の
要
望
を
精
査
し
な
が
ら
、
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
実
務
寄
り
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
く
と
い
う
。
限
定
運
用

期
間
中
は
対
象
現
場
に
も
職
員
が
赴
き

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き
た
。
し
か
し
本

格
運
用
と
な
る
と
、
さ
す
が
に
全
現
場

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
必
要

と
な
る
機
器
や
通
信
環
境
の
整
備
も
現

場
だ
け
で
対
応
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

そ
こ
で
浮
上
す
る
打
開
策
が
民
間
活
力

の
導
入
だ
。「
民
間
企
業
の
協
力
、
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
人
材
派
遣
や
、
現

場
で
使
用
す
る
機
器
の
リ
ー
ス
を
得
意

と
さ
れ
て
い
る
企
業
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

ハ
ー
ド
調
達
や
設
置
を
委
託
す
る
ス
キ

ー
ム
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
現
場
事
務

所
を
開
設
す
る
と
き
に
、
事
務
備
品
な

ど
と
一
緒
に
最
初
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
機
器

を
組
み
込
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
な
れ

ば
、
特
に
中
小
や
地
方
の
建
設
企
業
の

負
荷
は
低
減
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
中

村
副
本
部
長
は
抱
負
を
明
か
す
。

　

も
ち
ろ
ん
予
算
の
問
題
も
あ
る
が
、

機
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
か
ら
配
線
ま
で
、

一
括
し
て
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
こ
と

説明会には大勢が参加し、その関心の高さがうかがえた。

民
間
企
業
の
力
を
生
か
す

若
手
が
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
る

建
設
業
に

課
題
と
要
望
に

真
摯
に
向
き
合
う

中村貴志
Takashi Nakamura

一般財団法人
建設業振興基金
建設キャリアアップシステム
事業本部 副本部長 
兼 総括研究部長

建 設 キャリ ア アップ シ ス テ ム 本 格 稼 働特集

建設キャリアアップシステムの利用手順

成し遂げたことを証明する 一般財団法人 建設業振興基金技能者が現場で

民間システムとの連携イメージ

Step.1
情報の登録（技能者）

○必須情報
・本⼈情報
（住所、⽒名、⽣年⽉⽇、性別、国籍等）
・所属事業者、職種
・社会保険加⼊状況、建退共加⼊状況等
○推奨情報
・保有資格、研修受講履歴、表彰
・健康診断受診歴等

技能者

Step.1
情報の登録（下請事業者）

・商号、所在地
・建設業許可情報
・資本⾦、業種等
・社会保険加⼊状況等

事業者

下請

Step.1
情報の登録（元請事業者）

・商号、所在地
・建設業許可情報
・資本⾦、業種等
・社会保険加⼊状況等

事業者

元請

・請負次数
・所属技能者の情報（作業員名簿） 等

事業者は、現場・契約情報に対して、それぞ
れの施⼯体制を登録し、⾃社に所属する技能
者の情報（⽒名、職種、作業内容、⽴場（職⻑
等）、有害物質の取り扱い等）を登録

・現場名、現場管理者
・就業履歴蓄積期間
・有害物質の取り扱いの有無
・⼯事内容等

元請事業者として現場を開設する事業者は、
現場を開設する際に「現場・契約情報」を登録

元請事業者は現場に
カードリーダーを設置

Step.2
建設キャリアアップカードの取得

Step.5
就業履歴の蓄積

いつ、どの現場で、どの
職種で、どの⽴場（職⻑
等）で働いたのか、⽇々の
就業実績として電⼦的に
記録・蓄積される

Step.6
経験の⾒える化

Step.4
施⼯体制の登録

Step.3
現場の登録

Card
Reader

ピッ

入退場管理

賃金管理 経営管理

施工体制台帳等

安全衛生書類労務費報告書
事業者情報

技能者情報

就業履歴情報

CCUS

（一般財団法人建設業振興基金提供資料を基に作成）

（一般財団法人建設業振興基金提供資料を基に作成）
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支
援
し
て
い
き
ま
す
。
各
常
務
は
担
当

す
る
会
社
の
取
組
み
状
況
を
把
握
し
た

上
で
、
実
行
計
画
の
策
定
や
登
録
が
滞

っ
て
い
る
場
合
に
具
体
的
な
助
言
を
行

い
ま
す
。
更
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

状
況
を
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
推
進
本
部
に
報
告
し
、

今
後
の
取
組
み
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
き
ま
す
。

─
周
知
活
動
、
登
録
推
進
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
？

村
田　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
技
能
者
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、
現
場
を
発
信
源

と
す
る
周
知
と
普
及
促
進
が
最
も
効
果

的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を

使
う
人
、
す
な
わ
ち
技
能
者
の
目
線
に

立
っ
た
ア
ピ
ー
ル
が
不
可
欠
に
な
る
で

し
ょ
う
。
限
定
運
用
で
は
、
本
運
用
に

向
け
て
解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抽

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
も

現
場
か
ら
多
種
多
様
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
建
連
で
は
こ
う
し
た

現
場
の
情
報
、
要
望
を
集
約
し
て
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
更
な
る
改
善
、
進
化
を
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。

　

推
進
本
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
現
場

に
お
け
る
掲
示
板
や
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ

た
啓
発
活
動
な
ど
を
更
に
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
登
録
し
た
個
人
が
体
験
し
た

─
い
よ
い
よ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
本
格
運
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
最
大
の
課

題
を
村
田
本
部
長
は
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
ま
す
か
？

村
田
　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
技
能
者
が
自
身
の

力
量
を
「
証
明
」
す
る
初
め
て
の
ツ
ー

ル
で
す
。
い
わ
ば
業
界
の
構
造
改
革
を

促
す
基
幹
イ
ン
フ
ラ
と
い
え
ま
す
。
今

後
は
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
シ

ス
テ
ム
の
周
知
、
申
請
・
登
録
を
更
に

加
速
す
る
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
に
な

り
ま
す
。

な
っ
て
普
及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

─
技
能
者
の
実
力
を
処
遇
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
す
が
、
村

田
本
部
長
は
将
来
的
に
ど
の
よ
う
な
期

待
感
を
お
持
ち
で
す
か
？

村
田　

今
後
、
個
社
の
取
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
資
格
を
取
得
し
、
経
験
を
積

ん
だ
技
能
者
に
対
し
、
経
験
と
技
能
に

応
じ
た
基
本
給
や
手
当
を
支
給
す
る
と

い
っ
た
、
登
録
と
処
遇
の
連
関
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
は
必
須
に
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
た
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
は
、
建
設
業
界
の
発
展
に

資
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
地

域
ご
と
に
ど
う
い
っ
た
技
能
を
持
つ
技

能
者
が
ど
れ
だ
け
稼
働
し
て
い
る
の
か
、

繁
忙
状
況
を
把
握
し
、
人
材
の
適
正
な

配
属
を
促
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
更
に
、

職
種
ご
と
の
構
成
年
齢
層
、
実
働
人
数

か
ら
不
足
し
て
い
る
職
種
を
読
み
取
り
、

こ
れ
を
克
服
す
る
工
法
の
開
発
な
ど
の

促
進
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
は
多
大
な
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
成
功
に

導
か
な
い
限
り
建
設
業
界
の
未
来
は
な

い
と
い
う
覚
悟
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の

力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

村田誉之
Yoshiyuki Murata

一般社団法人
日本建設業連合会
建設キャリアアップシステム
推進本部長

上田洋平
Yohei Ueda

一般社団法人
日本建設業連合会
常務執行役

実
質
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
成
功
体
験
、
運

用
上
の
有
効
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど

を
、
会
員
各
社
で
共
有
、
水
平
展
開
で

き
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

す
る
と
い
っ
た
施
策
も
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

─
昨
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
運

用
開
始
」
が
、
本
年
四
月
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

村
田　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
遅
延

し
た
の
は
事
実
で
す
が
、
日
建
連
と
し

て
は
一
昨
年
に
策
定
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
従
来
通
り

の
方
針
で
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
に
、
現
場
の
登

録
率
が
一
〇
〇
％
を
達
成
し
、
か
つ
技

能
者
の
登
録
者
数
も
一
〇
〇
％
に
到
達

す
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
登
録
現
場
で
は
カ
ー
ド

を
持
た
な
い
技
能
者
の
入
場
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
常
識
と
な
る

建 設 キャリ ア アップ シ ス テ ム 本 格 稼 働特集

登
録
促
進
に
向
け
、
組
織
的
に
全
力
で

取
り
組
む
と
い
う
日
建
連
の
覚
悟
を
示

す
も
の
で
す
。

　

技
能
者
の
代
行
申
請
作
業
は
、
会
員

各
社
と
恒
常
的
に
取
引
の
あ
る
協
力
会

社
組
織
、
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
現
場
、

こ
の
二
つ
を
軸
と
し
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
各
社
の
協
力
会
社
組
織
に
所
属

す
る
企
業
、
並
び
に
技
能
者
を
雇
用
し

て
い
る
専
門
工
事
会
社
に
対
し
て
、
事

業
者
登
録
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
登
録
現
場
で
は
契
約
手
続

き
や
見
積
依
頼
時
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
技

能
者
登
録
を
お
願
い
す
る
等
の
取
組
み

を
水
平
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
せ
っ
か
く
登
録
し
た
の
に

現
場
に
カ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と

い
っ
た
状
況
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
各
現
場
で

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
、
元
請
会
社
か
協
力
会

社
か
を
問
わ
ず
、
更
に
労
働
者
団
体
も

含
め
た
建
設
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
ル
建
設
業
で

一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。
日
建
連
は
そ
の
基
軸
と

（参考）日建連ロードマップ（2017年12月22日決定）の概要

　

日
建
連
は
本
格
運
用
に
合
わ
せ
、
四

月
に
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
推
進
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｆ
）」
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
新
た
な
エ
ン

ジ
ン
と
し
て
普
及
を
強
力
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

│
Ｔ
Ｆ
の
具
体
的
な
活
動
方
針
は
？

村
田　

Ｔ
Ｆ
は
日
建
連
の
常
務
理
事
及

び
常
務
執
行
役
全
一
一
名
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
こ
の
常
務
た
ち
に
会
員
企
業
全

一
四
二
社
を
割
り
振
り
、
会
員
会
社
の

展
開
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取
組
み
を
直
接

前期（1年半） 
2018年4月から2019年9月 

（現場登録は2018年10月から）

中期（1年半）
2019年10月から
2021年3月

後期（2年）
2021年4月から
2023年3月

事
業
者
登
録

・�自社の事業者登録は2018年4月以降速やかに実施
・�各社の協力会社及び登録現場の一次下請会社の事
業者登録率90％
・�二次下請以下の会社も含め、登録現場における事
業者登録率80％以上

現場に入場するすべ
ての事業者の登録完
了

同左

技
能
者
登
録

・�50万人登録
・�登録現場におけるカード保有率60％以上

・70万人登録
・�登録現場における
カード保有率80％
以上

登録現場においては
カードを保有しない
技能者の入場を認め
ないことを目指す

現
場
登
録

現場登録率（※）60％以上
（※）会員企業全体の売上高に占める登録された現
場の売上高の合計の割合

現場登録率
80％以上

現場登録率
100％

1.	日建連全体の目標
	 登録開始5年後の2023年3月までに、会員企業のすべての現場において現場登録を行い、
	 登録した現場に入場するすべての事業者、技能者がCCUSに登録していることを目標とする。

2.	各期間における目標

スケジュール

2019年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

2020年

支部説明会、現場見学会

優良事例収集

推進本部14社
上乗せ活動決定

理事会社
アクションプログラム作成

4月末調査
（臨時）

前期
状況把握調査フォローアップ調査

（四半期ごと）
フォローアップ調査
（四半期ごと）

フォローアップ調査
（四半期ごと）

優良事例収集

メリット集作成

ＣＣＵＳの
推進力となる
タスクフォース

ＣＣＵＳの本格運用開始と時を同じくして
「建設キャリアアップ推進タスクフォース」を
設置した日建連。
村田誉之建設キャリアアップシステム
推進本部長と上田洋平常務執行役に、
登録推進に向けた意気込みを聞いた。

一般社団法人 日本建設業連合会

状
況
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

─
上
田
常
務
は
Ｔ
Ｆ
の
一
員
と
し
て

大
き
な
使
命
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
意
気
込
み

は
？

上
田　

Ｔ
Ｆ
の
設
置
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
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